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む し

虫や
どうぶつ

動物はなぜ
とうみん

冬眠するの

●
せいかつ

生活しにくい
き せ つ

季節は
やす

休んだほうが
らく

楽
お お

多くの
どうぶつ

動物や
しょくもつ

植物は、
さむ

寒い
ふゆ

冬は
かつどう

活動をひかえめにしています。
ふゆ

冬、
しょくぶつ

植物の
おお

多くは
は

葉や
み

実を
お

落とし、
ふゆ

冬
こ

越しの
じゅんび

準備をしています。これらの
しょくぶつ

植物をえさとするこん
ちゅう

虫や
しょうどうぶつ

小動物も、えさが
て

手に
はい

入りにくくなります。
どうぶつ

動物の
ふゆ

冬
こ

越しは、えさを
と

取らないかできるだけ
すく

少ないえさですむ

ようにして、
はる

春のくるのを
ま

待ちます。
たまご

卵やさなぎであれば、えさを
た

食べなくてもいい
じょうたい

状態で

すから、こん
ちゅう

虫の
おお

多くは
たまご

卵、あるいはさなぎで
ふゆ

冬を
こ

越します。

 
お や

親の
すがた

姿で
ふゆ

冬を
こ

越す
ば あ い

場合、それぞれの
し か た

仕方でえさの
すく

少ない
ふゆ

冬をのりきっています。こん
ちゅう

虫や
しょうどうぶつ

小動物は
へんおんどうぶつ

変温動物といって、
からだ

体の
たいおん

体温が
まわ

回りの
き お ん

気温と
おな

同じになる
どうぶつ

動物です。これらの
へん

変
おんどうぶつ

温動物は、
き お ん

気温が
さ

下がれば
たいおん

体温も
さ

下がり、ほとんど
うご

動けません。
うご

動かなければエネルギーも

ほとんど
つか

使いませんので、すき
ま

間にじっと
み

身をひそめていれば、
からだ

体にたくわえた
えいよう

栄養だけで
い

生きのびることができ、
はる

春がくるのを
ま

待ちます。

●
とうみん

冬眠するほ
にゅうるい

乳類

 ほ
にゅうるい

乳類の
とうみん

冬眠は、こん
ちゅう

虫や
しょうどうぶつ

小動物とようすが
おお

大きくちがいます。ほ
にゅうるい

乳類は
ていおんどうぶつ

定温動物といっ

て、
たいおん

体温をいつでも
いってい

一定に
たも

保つ
どうぶつ

動物です。
からだ

体の
たいおん

体温を
たも

保つためには、どうしても
おお

多くの
えいよう

栄養

が
ひつよう

必要です。
とうみん

冬眠するヤマネやリスでは
とうみんじょうたい

冬眠状態のとき、いつもより
ひく

低い
たいおん

体温にすることが

できます。これで、えさを
なが

長いあいだ
た

食べなくてもすむようになります。クマも
とう

冬
みん

眠します

が、
たいおん

体温の
て い か

低下はほとんど
み

見られません。
ねむ

眠りについた
じょうたい

状態で、
からだ

体にたくわえた
えいよう

栄養だけで

すごします。
とうみん

冬眠する
どうぶつ

動物は
あき

秋の
うち

内にたくさんのえさを
た

食べ、
からだ

体の
なか

中に
えいよう

栄養をたくわえてか

ら
とうみん

冬眠に
はい

入ります。また、シマリスは
とうみんちゅう

冬眠中にときどき
め

目をさまし、
ち か

地下にうめてためてお

いたえさを
た

食べます。（監修・中山 周平）


